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血縁・地縁・無縁
葬送習俗の民俗変化 1

本稿は日本各地の葬送習俗の中に見出される地域差が発信している情報とは何かという問題に取
り組んでみたものである。それは長い伝承の過程で起こった変遷の跡を示す歴史情報であると同時
にその中にも息長く伝承され継承されている部分が存在するということを示している情報である。
柳田國男が創生し提唱した日本民俗学の比較研究法とはその変遷と継承の二つを読み取ろうとした
ものであったが，戦後のとくに 1980 年代以降の民俗学関係者の間ではそれが理解されずむしろ全
否定されて個別事例研究が主張される動きがあった。それは柳田が創生した日本民俗学の独創性を
否定するものであり，そこからは文化人類学や社会学との差異など学術的な自らの位置を明示でき
ないという懸念すべき状況が生じてきている。日本民俗学の独創性を継承発展させるためには柳田
の説いた視点と方法への正確な理解と新たな方法論的な研磨と開拓そして研究実践とが必要不可欠
であり，民俗学は名実ともに folklore フォークロアではなく traditionology トラデシショノロジイ

（伝承分析学）と名乗るべきである。日本各地の葬送習俗の伝承の中に見出される地域差，たとえ
ば葬送の作業の中心的な担当者が血縁的関係者か地縁的関係者かという点での事例ごとの差異が発
信している情報とは何か，それは，古代中世は基本的に血縁的関係者が中心であったが，近世の村
落社会の中で形成された相互扶助の社会関係の中で，地縁的関係者が関与協力する方式が形成され
てきたという歴史，その変遷の段階差を示す情報と読み取ることができる。本稿１は別稿２ととも
に今回の共同研究の成果として提出するものであり，1950 年代半ばから 70 年代半ばの高度経済成
長期以降の葬儀の変化の中心が葬儀業者の分担部分の増大化にあるとみて現代近未来の葬儀が無縁
中心へと動いている変化を確認した。つまり，葬儀担当者の「血縁・地縁・無縁」という歴史的な
三波展開論である。そしてそのような長い葬儀の変遷史の中でも変わることなく通貫しているのは
いずれの時代にあっても基本的に生の密着関係が同時に死の密着関係へと作用して血縁関係者が葬
儀の基本的な担い手とみなされるという事実である。近年の「家族葬」の増加という動向もそれを
表わす一つの歴史上の現象としてとらえることができる。
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